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は じ め に
初代セ ン タ ー 長の 宮治 誠教授から引さ継い で , 平成11年4月から西村が大任を仰せ付かり･
同時に 事務部も新た に鈴木保久事務長, 鈴木和幸庶務 ･ 研究協力係長と阿部桂子同主任および
岡l崎義隆会計主任が 各々着任しま した. 研究関係で は1種と3樺 (外国人) の 客員教授各1各
c o E外国人研究艮1名 (前年から引き続き3名), C O E非常勤研究風 (po stdo ctor al fello w)
3名が任用さ れ, そ の 他に派通園政府基金などに よる外国人研究者が2名 (前年か ら引き続き
2名), 日本国際協力事業団の受託研究員2名が滞在し, 共同研究を行な い ま した ･ C O E であ
る ことの 要件として単に研究業績が優れて い るだけで なく, 拠点として機能する ことで すt 即
ち, 日本全国か ら共同研究の大 きい需要がある こ と, 外国人研究者が世界中から当セ ン タ
ー に
集まる ことで し ょ う. 本年, 全国共同利用研と して受け入れた共同研究は24件, 3 ケ月以上滞
在した外国人研究者は述 べ 11名で した . 受入側の 当セ ン タ
ー からは5名 (教官4, 技官1) が
共同研究で 1 ケ 月以上海外出張しました . 我々 の研究交流 は･ 数を増やすより･ より質を高く･
密度を濃くする時期に来て い ます.
本年の 当セ ン タ ー の 行事として 特筆される の は外部評価を受けた こと です･ 改組前の 真核微
生物研究セ ン タ ー 時代 に昭和62年 - 平成7年の 9年間の 活動に つ い て 外部評価 (委員長 :
三輪谷俊夫 日本学術金額微生物学研究連絡委員会要点長, 委旦と して 国内5･ 海外6, 計12
名) を受仇 これ を第1回と する と今回は2回目になります. 第1回外部評価か ら4年が過 ぎ
ょぅとし, フ ォ ロ ー ア ッ プ がな され て い る か, その 間に平成9年4月の 改組を経て 3 現 そ の
効果に つ い て も検証す べ 善時期でありま した･ 当セ ン タ
ー の 次の 時限まで 7年ありま す･ ･ 7年
と い う年月は, 更な る活動強化 軌道修正, あるい は新たな研究目標を設定する こ とが可能な
年月で す. その 意味で , 今回の外部評価は当セ ン タ
ー に と っ て 大きな意義があり･ 極め て重要
で した .
小川秀興順天堂大学医学部長を委員長と し, 国内9, 海外12名, 計22名か らか ら な る外部
評価委貞会からは経じて , 研究と病原真菌 ･ 放線菌遺伝子資源保存活動に つ い て は高い評価を
い ただきま したが, 同時に, 研究活動につ い て はセ ン タ ー が 一 丸とな っ て 行なう看板とな る研
究プロ ジ ュ タ トの策定と実行 遺伝子資源の 開発研究推進と D N Aライ ブラ リ ー 化, 教育の 強
化, 地域社会 へ の サ ー ビ ス , 財政に つ い て は傾聴すべ き御批判と共 に生産的な御提言をい た だ
きま した. 加えて , 外部評価資料を作成する ことを通 じて の 自己点検評価はJ亡,の 底に重く沈ん
で い ます.
ヒ ト ゲノ ム の 話題が連日の よう に新聞社上 をに ぎわして い る昨今で すが, 微生物は動植物に
比 べ て遺伝的に極めて 多様で す. 中で も真薗は動植物と同じ真核生物で , 分子系統学的に は植
物より動物に近 い こと が近年明か となり, 基礎と応用研究の 可能性は大きく開けて います. 坐
物活性の 高い 病原真菌研究とそれ らを遺伝子資源と して 確保し活用する こと の重要性が認識さ
れる時代がすぐそ こまで 釆て い る, と私 は信じて い ます.
結局 の 所, 研究機閑は確固た る研究基準の上 に, 独自性の あ る優れた研究成果を上 げる事が
す べ て です. 外部評価と自己点検を経て , 私達自身の 努力 で でき る こ と はす ぐ実行に移した い
と屈 いま す. また, 外部評価委員会か らの御指摘 ｢真菌医学研究セ ン タ ー の 顔作り+ は2000年
の 宿題と して真剣に取り組もうで はありません か .
平 成11年12月
千葉大学真菌医学研究セ シタ ー 長
西 村 和 子
